
（1）第192号 松　　風（ＳＹＯ
＿

ＨＵ
＿

） 令和６年６月７日

〒９６０－８１０７

福島市浜田町４－１６　富士ビル２階

TEL（024）5 3 4－5 4 1 1
FAX（024）5 3 1－1 1 9 5

福島県公立学校退職校長会

福島県公立学校退職校長会福島県公立学校退職校長会 〒９６０－８１０７ 福島市浜田町４－１６ 富士ビル２階
TEL（０２４）53４－5４１１
FAX（０２４）53１－１１９5

会長あいさつ…………………………………１

評議員会報告…………………………………２

論壇、令和６年度重点事項、他……………３

令和６年度役員名簿、理事会報告、他……４

「
創
立
六
十
年
、
先
達
の
熱
き
思
い
を
継
承
し
た

　
　

人
生
百
年
時
代
に
相
応
し
い

本
会
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
」

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

会
　
長
　
福
　
士
　
寛
　
樹

会
長
あ
い
さ
つ

　

本
会
は
、
戦
後
二
十
年
目
と

い
う
節
目
の
昭
和
四
十
年
四
月

九
日
、
福
島
市
「
偕
楽
亭
」（
福

島
県
庁
東
側
の
紅
葉
山
公
園
に

あ
っ
た
。）
に
お
い
て
会
員
数
三

百
八
十
六
名
で
発
足
し
て
か
ら
、

今
年
六
十
年
を
数
え
る
。
折
り

し
も
、
令
和
五
年
度
末
に
役
職

定
年
を
迎
え
た
校
長
先
生
方
が
、

ち
ょ
う
ど
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
設

立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ど
の

よ
う
な
背
景
や
理
由
、
経
緯
か

ら
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
「
あ

ゆ
み
」
を
紐
解
い
て
み
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
当
時
の
教
育

界
に
お
い
て
は
、
勤
務
評
定
阻

止
、
教
育
課
程
反
対
、
学
力
テ

ス
ト
の
阻
止
な
ど
の
闘
争
、
大

学
紛
争
、
青
少
年
非
行
な
ど
激

動
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
い
、
教

育
の
正
常
化
を
望
む
声
が
高
ま

り
、
本
会
の
運
動
の
目
標
と
し

て
次
の
三
点
を
挙
げ
、
設
立
を

目
指
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

○
本
県
並
び
に
日
本
教
育
の
正

し
い
発
足
に
総
力
を
結
集
す

る
。

○
経
済
の
変
動
に
伴
う
恩
給
年

金
の
ス
ラ
イ
ド
制
を
確
立
促

進
す
る
。

○
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

同
志
の
団
結
を
深
め
る
。

　

設
立
に
当
た
り
、
元
県
小
・

中
学
校
長
会
長
を
発
起
人
、
県

内
の
市
町
村
小
・
中
学
校
長
会

長
を
準
備
委
員
と
し
て
、
趣
意

書
・
入
会
申
込
書
・
会
則
案
を

作
成
し
、
県
教
委
・
市
町
村
教

委
及
び
現
職
の
県
小
・
中
学
校

長
会
の
全
面
協
力
を
得
て
、
こ

れ
ら
の
書
類
を
各
学
区
内
の
居

住
す
る
退
職
校
長
あ
て
に
配
付

し
て
い
た
だ
き
、
退
職
・
現
職

の
校
長
が
力
を
合
わ
せ
て
本
会

設
立
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
早
期
の
設

立
で
他
に
例
を
見
な
い
優
れ
た

組
織
（
十
六
支
部
が
ほ
ぼ
同
時

に
発
足
、
小
中
高
の
校
種
を
一

本
化
、
行
政
機
関
と
の
円
滑
な

連
携
）
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

現
在
、
設
立
当
時
に
比
べ
五

倍
に
増
え
た
二
千
六
百
名
を
超

え
る
会
員
が
、
各
支
部
に
お
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
が
、
実

は
本
会
の
会
員
数
は
、
年
々
減

少
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
原
因

を
探
っ
て
み
る
と
、
学
校
の
統

廃
合
等
に
よ
る
学
校
数
減
少
に

伴
う
校
長
数
の
減
、
現
職
の
校

長
先
生
方
の
価
値
観
の
多
様
化

や
本
会
以
外
の
諸
団
体
へ
の
重

複
加
入
の
会
費
負
担
感
、
年
金

受
給
ま
で
の
勤
務
の
必
要
性
、

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
退
職
年
齢
の
延
長
な
ど
も

入
会
を
妨
げ
て
い
る
一
因
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
外
的

要
因
を
問
題
視
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
私
た
ち
の
活
動
が
人
生

百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
に
相

応
し
い
も
の
か
、
私
た
ち
の
活

動
す
る
姿
や
そ
の
内
容
が
魅
力

的
か
を
絶
え
ず
評
価
し
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

県
事
務
局
と
し
て
は
、
広
報

誌
「
松
風
」
の
充
実
と
と
も
に
、

情
報
発
信
や
事
務
の
効
率
化
を

進
め
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
化
を
推
進
し
、
一
昨
年
、

念
願
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
。
本
会
活
動
の
概
要
や
成

果
の
紹
介
、
県
大
会
、
現
役
支

援
や
社
会
貢
献
活
動
の
重
要

性
、
現
役
の
声
を
反
映
さ
せ
た

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
の
様

子
や
成
果
、
研
修
、
県
内
十
六

支
部
の
活
動
の
紹
介
な
ど
タ
イ

ム
リ
ー
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

先
日
令
和
六
年
度
の
評
議
員

会
を
開
催
し
、
活
動
内
容
や
予

算
等
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
県
大
会
は
、
創
立
六
十
年

記
念
大
会
と
し
て
、
六
月
十
二

日
に
「
二
本
松
御
苑
」
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
五
十
回
東
北
地
区
退

職
校
長
会
協
議
会
福
島
大
会
も

十
月
八
、
九
日
に
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
す
る
。

　

例
年
以
上
に
忙
し
く
な
り
そ

う
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
設
立

当
時
の
先
達
の
熱
き
思
い
を
継

承
し
な
が
ら
、
今
の
時
代
に
相

応
し
い
充
実
し
た
活
動
と
な
る

よ
う
県
内
十
六
支
部
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。
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令
和
六
年
度  

評
議
員
会
報
告

定
年
引
上
げ
に
係
る
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

創
立
六
十
年
記
念
第
五
十
八
回
県
大
会
二
本
松
大
会
に
つ
い
て

第
五
十
回
東
北
地
区
退
職
校
長
協
議
会
福
島
大
会
に
つ
い
て

記
念
誌
「
60
年
の
あ
ゆ
み
」
作
成
に
つ
い
て

　

令
和
六
年
度
評
議
員
会
は
、

令
和
六
年
四
月
三
十
日
（
火
）、

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
な
お
、
会
に
先

立
ち
、
福
島
県
教
育
庁
社
会
教

育
課
長
小
林　

雄
様
よ
り
「
本

県
の
社
会
教
育
に
つ
い
て
」
と

い
う
題
で
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

一
　
会
長
あ
い
さ
つ

二
　
報
告

○
定
年
引
上
げ
に
係
る
福
島
県

公
立
学
校
退
職
校
長
会
会
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て

○
令
和
五
年
度
会
計
決
算
報
告

に
つ
い
て
（
本
頁
下
の
通
り
、

ぬ
く
も
り
基
金
は
三
頁
下
）

○
慶
弔
関
係
に
つ
い
て

・
令
和
五
年
高
齢
者
叙
勲
三
十

七
名
（
前
年
比
二
十
一
名
減
）

・
令
和
五
年
度
物
故
会
員
百
四

名
（
前
年
度
比
十
五
名
増
）

○
新
入
会
員
加
入
勧
誘
予
定
者

数
に
つ
い
て

・
小
学
校
五
十
三
名
・
中
学
校

三
十
九
名
・
高
等
学
校
十
六

名
・
特
別
支
援
学
校
二
名
、

計
百
十
名
（
前
年
度
比
二
十

名
減
）

○
新
入
会
員
の
勧
誘
並
び
に
事

務
手
続
き
の
確
認
に
つ
い
て

○
感
染
症
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て

○
第
五
十
回
東
北
地
区
退
職
校

長
協
議
会
福
島
大
会
に
つ
い

て
・
期
日
…
令
和
六
年
十
月
八
日

～
九
日

・
会
場
…
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
記
念
誌
「
６０
年
の
あ
ゆ

み
」
作
成
に
つ
い
て

○
能
登
半
島
地
震
義
援
金
に
つ

い
て

三
　
協
議

　

協
議
の
う
え
、
下
記
の
項
目

は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

○
令
和
六
年
度
活
動
の
重
点
目

標
（
案
）
に
つ
い
て

　
（
重
点
目
標
は
三
頁
参
照
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）

・
社
会
貢
献
活
動
推
進
概
念
図

○
令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
予
算
編
成
の
方

針
（
案
）、
会
計
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

　
（
予
算
は
本
頁
左
の
通
り
）

○
創
立
六
十
年
記
念
第
五
十
八

回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
二
本
松
大
会
に
つ
い
て

（
案
）

○
令
和
六
年
度
要
望
活
動
（
案
）

に
つ
い
て

・
令
和
六
年
度
教
育
懇
談
会
開

催
要
項
（
案
）
に
つ
い
て

四
　
事
務
連
絡

○
令
和
六
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
六
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
者

名
簿
に
つ
い
て

○
令
和
七
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
者
名
簿
の
調
査

に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
「
支
部
事
務
の

手
引
き
」
に
つ
い
て

○
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
配
付

方
法
に
つ
い
て

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

令和５年度会計決算報告
収入総額…………………………	4,554,353円
　内訳・会　費	 3,６２４,3００円
　　　・雑収入	 ８０,０１１円
　　　・繰越金	 ８5０,０４２円
支出総額…………………………	4,076,458円
　内訳・会議費	 55７,5０４円
　　　・事務費	 ４７3,７００円
　　　・事業費	 １,８９１,０3４円
　　　・会費・負担金	 ９９９,４４０円
　　　・積立金	 １5０,０００円
　　　・予備費	 ４,７８０円
差引残額……………………………	477,895円
※差引残額は次年度への繰越金とする。

令和６年度会計予算書
収入総額…………………………	4,100,895円
　内訳・会　費	 3,5４3,０００円
　　　・雑収入	 ８０,０００円
　　　・繰越金	 ４７７,８９5円
支出総額…………………………	4,100,895円
　内訳・会議費	 5７９,０００円
　　　・事務費	 ４８０,０００円
　　　・事業費	 １,８７２,０００円
　　　・会費・負担金	 ９９5,０００円
　　　・積立金	 １3０,０００円
　　　・予備費	 ４４,８９5円
差引残額……………………………………	0円

評議員会の様子
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『
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ　

ｔ
ｏ　

Ｂ

ａ
ｓ
ｉ
ｃ
ｓ
』（
基
礎
・
基

本
に
返
れ
）、
大
学
卒
業
ゼ

ミ
で
指
導
教
官
が
よ
く
話
さ

れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る
。
何

か
あ
る
と
な
ぜ
か
こ
の
言
葉

が
浮
か
ぶ
。
本
来
の
意
味
と

少
し
異
な
る
が
、
い
つ
も
自

分
で
『
原
点
に
戻
れ
』
と
置

き
か
え
解
釈
し
て
い
た
。

　

青
葉
繁
れ
る
昨
年
六
月
に

教
職
初
任
地
只
見
町
を
訪
れ

た
。
か
つ
て
同
じ
町
に
同
じ

頃
に
赴
任

し
勤
め
た

数
人
で
連

れ
だ
っ
て

訪
れ
た
。

只
見
線

は
、
福
島

新
潟
豪
雨
で
被
害
を
受
け
川

口
・
只
見
駅
間
不
通
と
な
っ

た
。
令
和
四
年
十
月
や
っ
と

全
線
再
開
通
し
た
。
再
開
通

直
後
は
混
雑
し
た
。
都
市
部

の
通
勤
列
車
の
よ
う
で
会
津

若
松
駅
か
ら
只
見
駅
ま
で
立

ち
通
し
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
と
聞
く
。
し
か
し
、
訪
れ

た
の
は
平
日
で
、
再
開
通
祝

賀
ム
ー
ド
も
一
段
落
し
混
雑

せ
ず
に
乗
車
で
き
た
。

　

初
任
地
に
赴
い
た
の
は
、

大
学
新
卒
時
で
、
わ
ず
か
ば
か

り
の
知
識
と
爪
先
ほ
ど
の
指
導

力
、
全
く
教
員
と
し
て
力
量
不

足
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
世
の
中

が
穏
や
か
だ
っ
た
。
新
卒
教
員

で
も
た
っ
た
一
人
で
分
校
（
小

一
～
三
年
七
人
）
の
教
壇
に
立

た
せ
て
い
た
だ
け
た
。
頑
張
ろ

う
と
い
う
思
い
だ
け
は
あ
っ
た

の
を
思
い
出
す
。
分
校
校
舎
の

一
室
で
自
炊
し
な
が
ら
の
勤
務

一
年
、
そ
の
後
本
校
で
二
年
、

計
三
年
間
勤
め
た
。
当
時
は
頑

張
っ
た
つ
も
り
で
も
、
も
っ
と

や
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
後
悔

し
き
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
先

生
と
し
て
受
け
止
め
て
く
れ
た

子
供
達
、
保
護
者
、
地
域
に
感

謝
の
念
に
改
め
て
か
ら
れ
た
。

　

訪
れ
た
町
は
、
様
変
わ
り
し

て
い
た
。
勤
め
た
校
舎
も
一
回

り
小
さ
く
な
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
降
り
た
店
や
消
え
た
施
設
も

あ
っ
た
。
豪
雨
災
害
の
傷
跡
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
昔

な
が
ら
頑
張
る
店
や
旅
館
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
所
も
あ
り

懐
か
し
さ
と
頼
も
し
さ
を
感

じ
た
。
要
害
山
や
蒲
生
岳
の

姿
は
、
相
変
わ
ら
ず
急
峻
で

あ
っ
た
。

　

要
害
山
に
は
、
自
分
達
の

町
の
様
子
を
山
の
上
か
ら
是

非
見
せ
た
い
と
い
う
同
学
年

の
先
生
、
小
学
三
年
生
の
子

供
達
と
一
緒
に
日
曜
日
に

登
っ
た
。
上
か
ら
俯
瞰
す
る

こ
と
で
地
域
を
見
る
目
を
広

げ
た
い
と
い
う
思
い
だ
っ

た
。
学
校
に
話

さ
ず
行
っ
た
山

登
り
だ
っ
た
。

後
で
教
頭
先
生

に
「
こ
の
こ
と

は
聞
か
な
か
っ

た
こ
と
に
す

る
。」
と
や
ん
わ
り
指
導
さ

れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
。

　

彼
の
地
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

三
十
八
年
間
教
員
生
活
、
退

職
後
も
一
社
会
人
と
し
て
脇

か
ら
教
育
現
場
を
応
援
し
つ

つ
今
に
至
る
。
良
く
も
悪
く

も
い
つ
も
原
点
が
あ
そ
こ
に

あ
っ
た
。
初
任
地
訪
問
で
原

点
回
帰
、
老
化
し
た
自
分
を

少
し
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ア
ッ
プ

で
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
飯
　
沼
　
信
　
一

原
　
点
　
回
　
帰

令和５年度ぬくもり基金決算報告
収入総額………………�910,918円
　内訳・繰越金………	９１０,９１１円
　　　・利　子………………	７円
支出総額………………�176,000円
　・郡山大会助成金	 ６０,０００円
　・二本松大会助成金	 ６０,０００円
　・各支部へ助成金	 5６,０００円
　　（デジタル化）
差引残額………………�734,918円

令
和
六
年
度

�

重
点
目
標

　

次
の
項
目
が
本
年
度
の
重
点

目
標
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

○
本
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す

る
。

・
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現

・
会
員
減
少
と
会
員
の
高
齢
化

へ
の
対
応
（
役
職
定
年
者
と

未
加
入
会
員
へ
の
勧
誘
）

・
県
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
、デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）

の
一
層
の
推
進
と
広
報
誌

「
松
風
」
の
充
実

・
学
校
・
現
役
校
長
・
教
育
委

員
会
等
に
対
す
る
協
力

・
社
会
貢
献
活
動
等
の
奨
励
と

活
動
機
会
の
拡
充

・
県
教
委
・
福
島
大
学
等
と
の

連
携
に
よ
る
教
員
の
魅
力
発

信
・
要
望
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実

・
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の

準
備

・
第
五
十
回
東
北
地
区
協
議
会

福
島
大
会
の
円
滑
な
運
営

○
県
小
・
中
校
長
会
及
び
高
等

学
校
長
協
会
、
県
教
育
員
会

か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え
る

と
と
も
に
、
支
部
間
の
連
絡

調
整
を
強
化
し
、
学
校
支
援

事
業
、
地
域
学
校
協
働
活
動

な
ど
の
教
育
振
興
の
た
め
の

社
会
貢
献
活
動
等
の
充
実
と

拡
大
を
図
る
。

○
「
双
葉
の
灯
を
消
さ
な
い
」

よ
う
、
被
災
・
避
難
さ
れ
た

支
部
・
会
員
へ
の
支
援
活
動

を
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動
を

継
続
す
る
。

○
感
染
症
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
本
会
運
営

を
徹
底
す
る
。

・
令
和
六
年
度
県
大
会
は
、
創

立
六
十
年
記
念
大
会
と
し
て

二
本
松
市
で
実
施
す
る
。



令和６年６月７日 松　　風（ＳＹＯ
＿

ＨＵ
＿

） 第192号（4）

令和６年度　福島県公立学校退職校長会役員名簿 （令和６年４月30日現在）
（敬称略）

顧　　　問
　佐藤　昌志 　小野　孝雄 　室井　君男
　佐藤俊市郎

会　　　長 　福士　寛樹

副　会　長
　鈴木　昭雄 　工藤　　博 　齋藤　秀一
　沢　　宏一 　飯沼　信一

監　　　事 　栗林　正樹 　菅井　一良 　鈴木　恵一

評　議　員

　（福　　島） 　鈴木　昭雄 　持地　隆一
　（伊　　達） 　古宮　睦男 　蓬田　吉穂
　（安　　達） 　伊藤　末吉 　髙島　徹也
　（郡　　山） 　工藤　　博 　皆川　　晃
　（岩　　瀬） 　渡邉　真二 　須田　元大
　（石　　川） 　冨岡　高春 　矢吹　伸一
　（田　　村） 　根本　保男 　佐久間光春
　（西	白	河） 　栗林　正樹 　鈴木　且雪
　（東	白	川） ・古張　金一 ・永山　陽一
　（北	会	津） 　齋藤　秀一 　本田　　樹
　（耶　　麻） 　菅井　一良 　阿部　充也
　（両　　沼） 　佐藤　　玄 　目黒健一郎

評　議　員

　（南	会	津） 　齋藤　修一 　星　裕次郎
　（相　　馬） 　高野　敦夫 　井上　恭一
　（双　　葉） 　鈴木　恵一 　小野田敏之
　（い	わ	き） 　沢　　宏一 　村田　　哲

理　　　事

　峯島　和彦 　浅野テル子 　安田喜市郎
　野崎　修司 　勝見　五月 　渡辺　勝則
　大和田　修 　長岐　　博 　原　　美子
　小檜山宗浩 　原瀬久美子 　吉田　　務
・宍戸　弘治

常 任 理 事
（事務局）

　（事務局長） 　坂爪　靖夫
　（事務局次長） 　鈴木　　博
　（総　　務） 　鈴木	博（兼）　小柴　治紀

　内藤　良行 　井関　和明
・佐藤　秀雄

　（会　　計） 　吉岡　映子 ・根本　幸枝
　（調　　査） 　小松　　隆 　橘内　　薫
　（広　　報） 　二瓶　洋允 　佐藤　洋一

・印は新任

　

令
和
六
年
三
月
六
日
（
水
）、

令
和
五
年
度
の
理
事
会
が
福
島

市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
報
告
事
項
、
協
議
事
項

と
も
了
承
さ
れ
た
。
な
お
、
会

に
先
立
ち
、
福
島
県
教
育
庁
教

育
総
務
課
長	

堀
家
健
一
様
よ

り
、「
福
島
な
ら
で
は
の
学
び

の
変
革
を
目
指
し
て
」
と
い
う

題
で
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

◇
主
な
報
告
事
項

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
会
則
（
組
織
）
第
４
条
の

一
部
改
正

・
第
五
十
七
回
郡
山
大
会

・
令
和
五
年
度
事
業
報
告

・
令
和
五
年
度
会
計
決
算
中
間

報
告
、
令
和
五
年
度
ぬ
く
も

り
基
金
中
間
報
告

・
令
和
五
年
度
新
入
会
員
数
及

び
会
員
数

・
慶
弔
関
係

・
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
第
五
十
回
東
北
地
区
退
職
校

長
協
議
会
福
島
大
会

・
記
念
誌
「
６０
年
の
あ
ゆ
み
」

作
成

・
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
調
査
報
告
書

・
能
登
半
島
地
震
義
援
金

◇
主
な
協
議
事
項

・
令
和
六
年
度
活
動
の
重
点
目

標
（
案
）

・
令
和
六
年
度
事
業
計
画（
案
）

・
令
和
六
年
度
予
算
編
成
の
方

針
（
案
）、
令
和
六
年
度
会

計
予
算
（
案
）

・
創
立
六
十
年
記
念
第
五
十
八

回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
二
本
松
大
会

・
令
和
六
年
度
「
要
望
活
動
」

の
方
針
（
案
）

・
令
和
六
年
度
教
育
懇
談
会
実

施
要
項
（
案
）

◇
連
絡
事
項

・
令
和
六
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
六
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
会

員
名
簿

理事会の様子

①
学
び
の
変
革
推
進
プ
ラ
ン

②
福
島
県
の
教
育
と
現
状

③
福
島
な
ら
で
は
の
学
び
の
変

革
を
目
指
し
て

・
児
童
生
徒
の
学
力
向
上

・
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力

の
向
上
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
び
の
変
革

・
教
員
の
働
き
方
改
革

・
不
登
校
対
策

・
児
童
生
徒
の
運
動
習
慣
形
成

・
豊
か
な
心
の
育
成

※
詳
し
く
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　
「
松
風
」
第
一
九
一
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

方
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
四
頁
《
趣
味
と
生
き
が
い
》

　

一
段
目

　

誤
…
（
盆
略
手
前
）

　

正
…
（
盆
略
点
前
）

講
話

「
福
島
な
ら
で
は
の
学
び
の

�

変
革
を
目
指
し
て
」

福
島
県
教
育
庁
教
育
総
務
課
長

�

堀
家
　
健
一�

様

令
和
五
年
度 

理
事
会
報
告


